
院内委員会・部会 活動報告書 
 

委員会名 2026 年度 海老名総合病院 倫理委員会 

開催日時 
2026 年 8 月 18 日（火） 

17 時 00 分~18 時 00 分 
場所 

中会議室 1 本館 4階 

（旧 4東 南側） 

委員会目的 

（規程より引用） 

社会医療法人ジャパンメディカルアライアンス海老名総合病院において行う、人を対

象とする医学系研究及び医療行為について、ヘルシンキ宣言、厚生労働省の定める医

学系研究に関する倫理指針及びそれに基づき制定された海老名総合病院倫理規程に

則り適正に行われることを目的とする。 

病院長に報

告するべき

決定事項 

（答申） 

①   なし 

  

審議内容  

①受付番号 新規申請 No.617 

経皮的気管切開の説明書および同意書 

申請者 海老名総合病院 救急集中治療科  

・術後管理、注意点はあるか？ 

→通常の外科的切開と同様。 

・メリットのある手技で、感染リスクも低いとされているため、適切に対

象者を選定した上で施行すれば、問題ないと考える。 

 

申請は承認 

 

②受付番号 新規申請 No.637 

（適応外使用申請）イオパミドール 300注 20ｍＬ・イオパミドール 370注 50ｍＬ・100ｍＬ 

申請者 海老名総合病院 薬剤科 内海里沙 

・現在はガストログラフィンの在庫を使用しており、在庫がなくなった時の代替使

用として申請した。 

 

・誤嚥のリスクはガストログラフィンと同様と考える。 

 

申請は承認 

 

③受付番号 新規申請 Ｎｏ.639 

（適応外治療）自作開窓ステントグラフトの作成及び内挿術 

申請者：海老名総合病院 心臓血管外科  

・開窓を作ることによって、ステントグラフトの機能が大幅に損なわれる可能性

は少ないと感じている。 

 

・患者へ治療選択肢を提示し、デバイスに手を加えることに伴うリスクに

ついて十分に説明することが必須であると考える。 

 

・倫理委員会として今後承認できる条件を提示していきたい。 

倫理委員会としての承認は保留。 

倫理委員会としての意見を病院長に提示し、理事長の決済とする。 
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その他 

 【院内委員のみ】 

①倫理委員会への報告症例 看護部  

・今月の報告としてはトータル 35件。 

 

②各ワーキンググループより 

1．DNAR指針の作成・終末期医療指針の策定（人生の最終段階）看護部  

・意思決定支援を行った結果を電子カルテ掲示板に残していく方が利便性

が高いと考える。記録に書いたものを掲示板にテンプテートのように貼り

付けられるかの運用を含めてテスト段階にきている。 

 

2.倫理コンサルテーションチーム 看護部  

・今後は有事開催としている。 

 

出席者 

  山際武志・高垣智紀・滝原崇久・五十嵐宗喜・和地いつみ・髙田充美 

木村真美・内海理紗・角田和博・宮田和昌・疋田麻衣子・澁谷由希 

相原文・菅野真菜 

棚瀬慎治（弁護士外部委員） 

森朋有（東海大学医学部基盤診療学系医療倫理学領域准教授外部委員） 

欠席者  兼久奈己・菅田友紀・戸田知恵・柳田理恵（海老名市副市長） 

  


